
〒162-0833 東京都新宿区箪笥町34 10階

TEL:03-5261-3091 FAX:03-5261-3093http://www.farad.co.jp/

主な仕様
ホワイトノイズ ～+30dBm

可変アッテネータ 127dB/1dB step

>2GHz, 79.9dBレンジ
ノイズアッテネータ精度

±0.2 dB or 0.5% at 1 – 500 MHz

±0.2 dB or 1% at 0.5 – 1.0 GHz

±0.3 dB or 2% at 1 – 2 GHz

コネクタ標準 SMAメス
動作温度範囲 -10 to +65℃

アプリケーション
• Eb/No, C/N, SNR
• ディスクドライブのテスト
• BER テスト
• 防衛用ジャミング
• GPS 受信機テスト
• CATV テスト
• スペアナ･キャリブレーション
• フィルターテスト
• EMI テスト

モデルUFX7000Aシリーズ AWGNノイズ･ジェネレータ

• アンプ･リニアリティ･テストーノイズ･パワー･レシオ･テスト

5G高速データ通信では 10MHz～500MHzそれ
以上のビデオ帯域を要するため、パワーアンプ
及びローノイズアンプでのピークーアベレージ
テストが必要。
ノイズ･パワー･レシオ･テストはアンプのノン・
リニア特性を簡易に評価することができる。
OFDM信号では従来の2トーン信号テストより
ピークーアベレージテストのほうが優れている。
NOISECOM社UFX7000Aシリーズはプログラム
制御により広帯域に45GHz以上のホワイト･ノイ
ズを出力するジェネレータ。
マルチなフィルタを有しお客様の仕様に合った
周波数レンジでの測定が可能
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モデルNC346 ブロードバンド
Calibratedノイズ･ソース

特 徴
• 広帯域周波数レンジ
• 優れた温度安定特性
• 電圧安定性
• ノイズメータとの適合

主な仕様
校正周波数ステップ 1 GHz

温度係数 < 0.009 dB/℃
動作温度範囲 0 to +55°C

DC電源 +28 VDC ±2 VDC at 30 mA

• OTA ( Over The Air ) テストと暗室キャリブレーション

5G用チップセットは周波数が
高くミリ波レンジとなりアンプ
アンテナなどを内蔵し高密度
なものとなる。
こうしたMIMOデバイスのよう
にRF接続が物理的に困難な場
合、電波暗室のなかで評価する
方法としてOTAテストがある。

正確な評価をするためには、予め周波数ポイントにおいて校正されたノイズソースを使用することが
ローコスト、再現性において重要となる。
NOISECOM社のキャリブレテッド･ノイズソースN346は5Gに要求される周波数レンジをカバーする。

モデルNC5000 ミリ波ノイズ･ソース

〒162-0833 東京都新宿区箪笥町34 10階

http://www.farad.co.jp/ TEL:03-5261-3091 FAX:03-5261-3093

http://www.farad.co.jp/

